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特集 国際医療協力センターのご紹介

　当院は 1985 年の蟻田功（ありた　いさお）院

長時代より国際医療協力を病院機能の一つの柱と

して活動してきました。JICA（独立行政法人国際

協力機構）と連携した課題別研修の開催や現地

視察等を継続しています。血液由来感染症に関す

る研修から始まり、最近では 2019 年度における 

「重症感染症などのアウトブレイク対応強化のため

の実地疫学（管理者向け）」と題して過去 3 年間

に渡りアフリカ、東南アジア諸国からの研修生を

日本に迎え、厚労省・国立感染症研究所・国立国

際医療研究センター・防衛医科大学等の国内感染

症専門機関との連携を図りつつ講義・討議と実地

見学研修を開催し、以て研修生の各母国における

感染対策力を底上げすることを目指してきました。

また、これまでの国際連携に礎を置く第 3 国研修

も積極的に行い、「ウイルス肝炎対策セミナー」と

題したエジプトにおけるフォローアップ調査と現地

視察にも出かけるなど世界的に評価される研修も

あります。

　昨今はオリンピックイヤーを迎えるに当たり、イ

ンバウンド感染症に備えてきましたが、2019 年末

から始まる新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の流行となりました。ダイアモンドプリンセス号下

船客やクルーの診療支援に出かけて以降、奇しく

も先の課題別研修の内容を取り込んだサーベイラ

ンスや対応策を練り、協力機関との連携のもとで

日々診療を行っています。こうした未曾有の感 染

症に対峙するとき、WHO で天然痘撲滅チームを

率いた蟻田功先生の言葉を思い出します。

　－人生の価値はやる気で決まる。あきらめること

はもっとも無意味なことだ。だから私は作戦を続

けたい。－

　今年度以降も引き続き院内外の皆様の多大なる

ご協力を仰ぎつつ、人類が感染症の脅威に恐れる

ことのない世界を目指して、凛としてこれに立ち向

かいたいと思います。

国際医療協力センター長

小
お

野
の

 宏
ひろし

2017

我々の “HOPE” である蟻田功先生を class2017 の皆と囲んで
前列左より、筆者（コースリーダー）、小児科　高木一孝先生（コースリーダー）、蟻田功先生、

川崎市健康安全研究所　岡部信彦先生
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医療法人グラン会
東町グラン歯科

【診療科目】
　歯科・小児歯科・歯科口腔外科・矯正歯科

【診療受付時間】
　月～土　9：30 ～ 18：00（診療 18：30 迄）

【休診日】
　日曜・祝日・年末年始

【住所】
　〒 862-0901 熊本市東区東町２－１－２

【TEL】
　096-285-5032

◆貴院のアピールをお願いします
　当クリニックは 2012 年 12 月、熊本市東区の健
軍自衛隊近くに開業しました。
　小さなお子さんからご高齢の方まで、地域の皆
さまの様々な口腔内のトラブルや予防などにお応
えできる、“地域のかかりつけ歯科” を目指してい
ます。
　最近、特に力を入れているのはマウスピースを
使った「MFT（口腔筋機能療法）」という小児矯正
です。正しい舌の動きや正しい口のまわりの筋肉
の動きを覚えてもらい、習慣化させ、正しく機能
させるトレーニングをしていきます。子どもの姿
勢や口呼吸を鼻呼吸へと正していくことも目的の
一つです。 “住箱”というトレーラーハウスの中で、
バランスボールを活用しながらのトレーニングは
子どもたちに好評で、楽しみながら矯正治療に取
り組んでくれているようです。
　これからもドクター、スタッフ一同、地域医療
に貢献できるよう努めて参ります。

◆先生の趣味を教えて下さい
　スポーツ観戦が趣味です。その趣味が高じて（？）
スポーツデンティストの資格を取得しました。現
在、熊本ヴォルターズやロアッソ熊本など熊本の
プロリーグとアスリートのデンタルサポートをさ
せていただいております。定期的な口腔ケアやマ
ウスガードの着用で、アスリートのケガの予防と
最高のパフォーマンスを発揮できるお手伝いがで
きればうれしく思います。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　中島健部長をはじめ歯科口腔外科の皆さまには
いつも大変お世話になっております。
　弊クリニックでは対応が難しい症例など、いつ
も快くかつ的確にご対応いただき、とても心強く、
感謝しております。今後ともどうぞよろしくお願
いいたします。
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整形外科（No.13）医学シリーズ
No.275

腰痛について

最近のトピックス

国立病院機構熊本医療センター
整形外科副部長

　　福
ふく

田
だ

　和
かず

昭
あき

　腰痛はほとんどの人が生涯に 1 度は経験し、毎年

2 割弱の人が悩まされているとの報告があるポピュ

ラーな症状です。しかし、腰痛で最初に病院を受診

したときに原因がはっきり特定できるのはわずか15％

といわれています。はっきり特定できる腰痛の中でも、

重大ながんの転移や大動脈瘤、脊椎炎などは全体の

1％程度で多くはありません。炎症や内臓に関連する

重大な腰痛の特徴としては、安静にしていても痛む（寝

返りの時に痛みが出るなどは除きます）夜間痛みで眠

れない、そういった症状が継続するときには精査が

必要です。

　さて原因の特定できない腰痛の患者さまがほとん

どなわけですが、幸い急性腰痛症のほとんどは一時

的な症状にとどまり軽快します。ですから、明らかな

重大な病気がない場合は心配しすぎる必要はありま

せん。病院で検査した結果、原因がわからなくても、

わからないほうがむしろ多いわけですからあまりがっ

かりしすぎないほうが良いと思います。原因追及にと

らわれるあまり症状が長引いているのではないかと思

われることもあります。

　レントゲンやＭＲＩの検査を行うと椎間板の高さが

減っていたり色が変わっていたり外側に膨らんでいた

り、骨の一部がとげのように変化している人がいます。

主に加齢による変化ですが、20 歳以降ではほとんど

の人に見られる変化であり、大半が無症状です。

　ただし中には痛みが慢性化したり何度も繰り返す人

もいます。急性の腰痛症の経過は概ね良好で、中長

期的には日常生活に支障がないものが多いのに対し、

慢性腰痛は日常的に支障をきたして困る人が多いと

言われています。

　慢性化や再発を防ぐコツのようなものはいくつか分

かっています。禁煙、適度な運動、どういった行動や

ストレスを受けると痛みが出るのかを自分で認識して

避けるようにすることも有効でしょう。また腰痛があ

るときはじっと安静にしておくべきと考える人もいます

が、痛みの範囲内で、仕事を含めた通常の活動をで

きる範囲で維持することが慢性化や再発を防ぐのに

有効であるとの報告もあります。

　痛み止めについては一定の効果が認められていま

すが、急性期と慢性期、下肢の神経痛を伴うものな

どでそれぞれ違ったタイプの薬があります。整形外科

であればどこの病院でも処方可能だと思いますので

相談されるとよいと思います。骨粗鬆症そのものは直

接腰痛の原因となるわけではありませんが、骨折や

変形の結果痛みの原因になることがあります。
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　本賞は医療、福祉、教育に関してボランティア

活動として多大な社会貢献をした ACP日本支部会

員を表彰することとされ、基本的に自分の日頃の

仕事とは別に、ボランティア活動に成果を上げて

いる医師に授与されるものです。私自身、昨年 2

月のダイアモンドプリンセス号下船客ならびにク

ルーの診療支援に参加してより、当院内において

コロナ対応のシステム構築や患者診療に従事して

きました。また、WHOで天然痘撲滅チームを率い

た蟻田功先生以来の当院の伝統とされるJICAと

の国際医療協力活動を継続していることをご評価

いただきました。大変名誉なこの賞を受賞できま

したことは身に余る光栄であり、今後とも気を引

き締めてこうした活動に取り組んでまいりたいと

思います。

“米国内科学会 (ACP)日本支部 Volunteerism Award 2021”を受賞しました。

感染症内科部長・国際医療協力センター長

小
お

野
の

 宏
ひろし
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　こんにちは。研修医1年目の荒木健吾と申します。熊本大学を卒業し、

4月から熊本医療センターで初期研修をさせていただいています。始まって

3 か月とまだ慣れないことばかりの環境ですが、先生方やスタッフの方々の

おかげで充実した日々を送らせていただいています。

　私は4月、いきなりの救急科からローテーションの始まりとなりました。

非常に大変だと聞いていた救急であり、まだカルテやオーダー、診察も何

もわからない状態でやっていけるか大変不安でした。最初の1週間は本当

にハードだったのを今でも鮮明に覚えています。先生方やスタッフの方々に

ご迷惑をおかけしながらですが、今ではできることが少しずつ増えて、成

長を感じられることも少し増えてきました。特に 2 年目の研修医の先生に

は、1からすべてのことを優しく丁寧に教えていただき、感謝しかありませ

ん。私も2年目になり、諸先輩方のようになれるよう頑張ろうと思えました。

診察、動脈採血、縫合、COVID-19 検査など広い範囲で様々なことを経験で

きました。4月から救急で研修できたことは大変でしたが、それだけ得た

ものも大きいと感じています。救急科の先生方には、些細な疑問まで丁寧

に教えていただきました。本当にありがとうございました。

　現在は、血液内科で研修させてもらっています。初めての指導医制度で

の研修であり、前回の救急とは雰囲気も異なり、病棟業務はまだ何もわか

らなかったので、カルテや処方など新しく覚えることばかりでした。指導

医の先生含め診療科の雰囲気が大変良く、先生方の指導のもと大変充実し

た研修を行えています。PICC や骨髄穿刺など多くの手技を経験でき、大変

勉強になっています。

　これからも様々な診療科で研修をさせていただく中で、1つでも多くのこ

とを吸収できるよう一生懸命に精進して参りたいと思っています。多くのご

迷惑をおかけすると思いますが、少しでも皆さまのお役に立てるよう頑張

りますので、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

臨床研修医

荒木　健吾
あらき　けんご

歯科臨床研修医

前田　顕誠
まえだ　けんせい

　こんにちは。歯科臨床研修医の前田顕誠と申します。朝日大学歯学部を

卒業し、4月から熊本医療センターで研修をさせて頂いております。「前田

先生」と呼ばれることに気後れしながらも、先生方や衛生士の方々のお力

添えを頂きながら日々勉強に励んでおります。

　まず研修医として最初の難関は意外にもパソコンを扱うことでした。電

子カルテの操作方法やカルテ記載の仕方、返書の書き方など大学では教わ

らないことばかりで苦労しました。

　また患者さまに問診をする場面では、何を聞き出せば良いのかが分から

ず、ただ話を聞いているだけになってしまいました。この疾患が疑われる

場合には何を聞かなければならないのか、また別の疾患を疑う場合は何を

尋ねるのが鑑別のポイントなのか、疾患ごとの特徴を理解し、区別するこ

とが大切だと学びました。

　外科の手技においても先生方のご指導の下、局所麻酔や縫合など少しず

つステップアップしています。患者さまを前に緊張はしますが、着実に技術

が身に付いている実感があります。

　そして私がこの 2ヶ月で最も学んだことは、準備の大切さです。前もっ

て調べておき準備することは、もしものことが起きた時にも焦らず対応で

きることにも繋がる、これは医療を行う上で大切であることを学びました。

今では次のことを考え、準備する意識を持って日々過ごしております。

　最近は業務に追われ、食事を摂る時間もないこともありますが、今はそ

れを活力に一人前の歯科医師になるべく精進して参る所存です。今後とも

ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。

臨床研修医

落合　みゆき
おちあい　みゆき

　熊本大学出身の落合みゆきと申します。熊本医療センターで研修医として

働き始めてから早いもので3か月が経過しました。学生の頃までは早起きが

苦手でしたが、今では目覚まし時計が鳴る5分前には自然と目が覚めるとい

う、以前では考えられないような朝を迎えております。社会人としての自覚

がしっかり芽生えているな、と自画自賛しながら片道15 分自転車をこいで医

療センターに向かう日々を過ごしています。 

　4月初旬のオリエンテーションを経て最初に配属されたのは救急外来でし

た。配属初日、ファーストタッチもままならず、ましてやカルテの使い方さえ

も未熟な状況の中、搬送されてきた腹痛に悶え苦しむ患者さまを目の前に何

もできませんでした。ただ眺めることしかできない身の置き所のないような

気まずさと、医師として目の前の患者さまに何もできない無力さを感じ、生

涯忘れることができない苦い思い出となりました。その後は、患者さまの主

訴や身体所見から病態を考え、どんな検査が必要であるかを考察して実践し

たり、動脈採血やエコー、創傷の縫合などの様々な手技も経験することがで

きました。

　現在は循環器内科でお世話になっております。苦手意識の強かった心エコー

や心電図の読み方などは指導医や検査技師の方々に熱心に教えていただき、

前よりも自信をつけることができました。自身の知識と技術の向上は自分の

糧となるのみならず直接患者さまの利益につながることを実感し、医療スタッ

フとの横のつながりの大切さを改めて考えさせられる良い機会にも恵まれま

した。

　今後の研修生活では、人とのつながりを大切に、知識や技術を多く身につ

けられるよう積極的に多くの経験を積みたいと考えております。たくさんの

方々にご迷惑をおかけすると思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願

いいたします。
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放射線治療（外照射）の制限についてのお知らせ
　令和 3 年 4 月 19 日より外照射放射線治療装置（リニアック）の撤去・更新作業を行っております。
　そのため 2 月下旬から放射線治療患者さまの制限をせざるを得なく、現在は全ての外照射がストップいた
しております。放射線治療患者さまをご紹介いただいている連携各施設には多大なるご迷惑をおかけしてお
り、大変申し訳ございません。ご協力の程宜しくお願いいたします。
　10 月初旬から True Beam という最高峰のリニアックでの稼動を予定しております。これまで以上の精度
管理を行い、安心安全かつ高精度の放射線治療を目指します。
　今後とも患者さまのご紹介ならびにご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。
　　　
　令和 3 年 8 月

放射線治療科部長

冨
とみ

髙
たか

 悦
えつ

司
し

＝新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う研修会中止のお知らせ＝

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）

なお、今後の感染状況や熊本県の動向を踏まえて、変更させていただく場合がありますので、

最新の情報は当院ホームページ等でご確認をお願いいたします。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、9月までの下記研修会を中止とさせていただいております。

ご迷惑をおかけして大変申し訳ございませんが、何とぞご理解くださいますようお願いいたします。

9月4日（土） 第 44 回 診断と治療　－最新の基礎公開講座－

9月11・12日（土・日） 第 10 回 すべてのナースのためのエンド・オブ・ライフ　－ ELNEC-J in KMC －

9月13日（月） 第 271 回 月曜会（内科症例検討会）

9月22日（水） 第 184 回 救急症例検討会　特別講演
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